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カブトガニを保護していくというテーマに対して、生息数を維持していく
ためには生息環境を整えることが不可欠であると考えました。

そうした中で、「保護地域内に流れ込んでいる河川の環境は、保護地域内
の環境に深く関わっているのではないか」という疑問から、今回の調査・
考察に至りました。

保護地区内の調査は行われているが、保護地区内に流れ込む河川の状況の
調査は十分に行われていないことが分かりました。河川は私たちの生活環
境に隣接していることから、人による影響も受けやすいと考えました。

河川の現状を調べ、地域の人々に発信することは、カブトガニに対しての
関心を高め、より積極的な保護活動に繋げたいと思います。

調査・考察に至ったきっかけ
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河川調査の方法

調査内容
・水温
・りん酸態りん
・硝酸態窒素
・亜硝酸態窒素
・残留塩素
・PH
・周辺の環境



調査結果の共有
地域学（笠岡高校）の中で河川調査を行った。【2025.11.8調査】

*は2020年の調査結果がないため、基準値を表記



調査場所の周辺環境

・CとDの川には、橋や民家が
　近くにあったためか、ペット
　ボトルが流れていた。

・川にいた魚は、汚れた水でも
　生息できる魚（クロダイ、コ
　イなど）がほとんどだった。

・放置されている船が目立った。



調査結果からの考察

・調査結果より、地点B、Cの川のりん酸態りんの数値
　が高い原因に生活排水の影響が考えられる。

・りん酸態りんの数値が高いため生物に悪影響がある
　と考えられる。

・河川の水質には大きな問題はなく、いままでの保護
　活動の成果が出ていると考えられる。



今後に向けて

水質は、環境中の多くの影響の結果であり、原因を何か一つに特定するこ
とは難しい。また調査地点、採水深度、採水方法によっても変わってしま
うことから、例えば、

・調査地点（川の河口（汽水域）中流（淡水域下限））
・調査項目（浮遊懸濁物（濁り）の項目の追加）
・採水日時（潮汐や天候（調査前数日間））
・採水方法（表層水、中層水、底層水）
・採水場所（右岸、左岸、中央、水深）

・浮遊懸濁物の測定方法

などについても検討したい。



今回調べた項目以外の物質についても今後調査をし、
河川の水質低下の原因をより明確にしたい。

また、より正確に知りたい情報を取得できる調査方法
やカブトガニの生息環境に影響の大きい
調査項目を継続して考えていきたい。

今後に向けて
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